
そ
の
他
告
示

令和年月日 月曜日 第号官 報

（
償
還
の
手
続
）

第
六
条

政
府
は
、
公
社
か
ら
通
貨
代
用
国
庫
債
券
の
全

部
又
は
一
部
に
つ
き
償
還
の
請
求
を
受
け
た
場
合
に
お

い
て
、
当
該
請
求
に
係
る
金
額
の
全
部
又
は
一
部
に
つ

き
償
還
を
行
う
と
き
は
、
そ
の
償
還
を
行
う
金
額
を
当

該
金
額
を
払
い
込
む
先
と
し
て
公
社
が
指
定
し
た
機
関

に
お
け
る
公
社
の
勘
定
（
以
下
「
公
社
の
勘
定
」
と
い

う
。）に
払
い
込
む
も
の
と
す
る
。

（
一
部
の
償
還
の
請
求
を
受
け
た
場
合
の
措
置
）

第
七
条

前
条
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
請
求
が
通
貨
代

用
国
庫
債
券
の
額
面
金
額
の
一
部
に
係
る
も
の
で
あ
る

と
き
は
、
政
府
は
、
当
該
通
貨
代
用
国
庫
債
券
と
引
換

え
に
、
当
該
額
面
金
額
か
ら
当
該
請
求
に
係
る
金
額
を

控
除
し
た
金
額
を
額
面
金
額
と
す
る
通
貨
代
用
国
庫
債

券
を
公
社
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
日
本
銀
行
が
買
い
取
っ
た
場
合
の
措
置
）

第
八
条

日
本
銀
行
は
、
法
第
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
国
際
通
貨
基
金
及
び
国
際
復
興
開
発
銀
行
へ
の

加
盟
に
伴
う
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法

律
第
百
九
十
一
号
）
第
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
政

府
か
ら
償
還
を
行
う
こ
と
の
で
き
な
い
金
額
に
つ
き
通

貨
代
用
国
庫
債
券
を
買
い
取
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
と

き
は
、
当
該
金
額
を
公
社
の
勘
定
に
払
い
込
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２

政
府
は
、前
項
の
場
合
に
は
、日
本
銀
行
が
買
い
取
っ

た
金
額
を
額
面
金
額
と
し
、
法
第
二
条
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
国
際
通
貨
基
金
及
び
国
際
復
興
開
発
銀
行

へ
の
加
盟
に
伴
う
措
置
に
関
す
る
法
律
第
十
条
第
五
項

の
規
定
に
よ
り
財
務
大
臣
が
定
め
る
償
還
期
限
及
び
利

率
を
記
載
し
た
通
貨
代
用
国
庫
債
券
を
日
本
銀
行
に
交

付
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
内
庁
告
示
第
七
号

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
七
月
六
日
東
京
御
発
、
モ
ン
ゴ

ル
を
御
訪
問
に
な
り
、
同
月
十
三
日
御
帰
国
に
な
る
。

令
和
七
年
六
月
二
十
三
日宮

内
庁
長
官

西
村

泰
彦

〇
金
融
庁
告
示
第
六
十
二
号

経
済
施
策
を
一
体
的
に
講
ず
る
こ
と
に
よ
る
安
全
保
障

の
確
保
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
四
十

三
号
）
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
を

特
定
社
会
基
盤
事
業
者
と
し
て
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
七
年
六
月
二
十
三
日金

融
庁
長
官

井
藤

英
樹

一

特
定
社
会
基
盤
事
業
者
の
指
定
を
受
け
た
者
の
名

称
及
び
住
所

株
式
会
社
Ｓ
Ｂ
Ｉ
新
生
銀
行

東
京
都
中
央
区
日

本
橋
室
町
二
丁
目
四
番
三
号

株
式
会
社
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

福
岡
県
福
岡
市

博
多
区
博
多
駅
前
三
丁
目
一
番
一
号

特
定
社
会
基
盤
事
業
者
の
指
定
に
係
る
特
定
社
会

基
盤
事
業
の
種
類

銀
行
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
銀
行
業

特
定
社
会
基
盤
事
業
者
の
指
定
を
し
た
日

令
和
七
年
六
月
二
十
日

二

特
定
社
会
基
盤
事
業
者
の
指
定
を
受
け
た
者
の
名

称
及
び
住
所

株
式
会
社
パ
ス
モ

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
三
丁

目
二
番
十
一
号

ａ
ｕ
ペ
イ
メ
ン
ト
株
式
会
社

東
京
都
港
区
港
南

二
丁
目
十
六
番
一
号

楽
天
Ｅ
ｄ
ｙ
株
式
会
社

東
京
都
港
区
港
南
二
丁

目
十
六
番
五
号

特
定
社
会
基
盤
事
業
者
の
指
定
に
係
る
特
定
社
会

基
盤
事
業
の
種
類

資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
五
項
に
規
定

す
る
第
三
者
型
前
払
式
支
払
手
段
（
同
法
第
四
条
各

号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）の
発
行
の
業
務
を
行
う

事
業特

定
社
会
基
盤
事
業
者
の
指
定
を
し
た
日

令
和
七
年
六
月
二
十
日

〇
財
務
省
告
示
第
百
六
十
九
号

国
債
の
金
利
ス
ワ
ッ
プ
取
引
に
係
る
基
本
的
な
契
約
の

相
手
方
に
変
更
が
あ
っ
た
の
で
、
国
債
の
金
利
ス
ワ
ッ
プ

取
引
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
財
務
省
令
第
七
十
二

号
）
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
債
の
金
利
ス

ワ
ッ
プ
取
引
に
係
る
基
本
的
な
契
約
を
締
結
し
た
件
（
平

成
十
八
年
三
月
財
務
省
告
示
第
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
七
年
六
月
二
十
三
日

財
務
大
臣

加
藤

勝
信

「
、
株
式
会
社
み
ず
ほ
銀
行
」
を
削
除
す
る
。

〇
財
務
省
告
示
第
百
七
十
号

財
政
投
融
資
特
別
会
計
に
お
け
る
金
利
ス
ワ
ッ
プ
取
引

に
係
る
基
本
的
な
契
約
の
相
手
方
に
変
更
が
あ
っ
た
の

で
、
財
政
投
融
資
特
別
会
計
に
お
け
る
金
利
ス
ワ
ッ
プ
取

引
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
三
年
財
務
省
令
第
四
十
九

号
）
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
財
政
投
融
資
特

別
会
計
に
お
け
る
金
利
ス
ワ
ッ
プ
取
引
に
係
る
基
本
的
な

契
約
を
締
結
し
た
件
（
平
成
二
十
三
年
十
一
月
財
務
省
告

示
第
三
百
八
十
二
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
七
年
六
月
二
十
三
日

財
務
大
臣

加
藤

勝
信

「
、
株
式
会
社
み
ず
ほ
銀
行
」
を
削
除
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
七
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
七
年
六
月
二
十
三
日

農
林
水
産
大
臣

小
泉
進
次
郎

一

保
安
林
の
所
在
場
所

青
森
県
上
北
郡
東
北
町
字
細

津
橋
ノ
上
四
〇
の
七

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
そ
の
他
特
別
の
場
合
の
伐
採
に
係
る
も
の

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
青

森
県
庁
及
び
東
北
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
七
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
七
年
六
月
二
十
三
日

農
林
水
産
大
臣

小
泉
進
次
郎

一

保
安
林
の
所
在
場
所

長
野
県
安
曇
野
市
穂
高
有
明

三
七
四
九
、
七
七
三
二
の
三
〇
（
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
長
野
県
庁
及
び
安
曇
野
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
七
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
七
年
六
月
二
十
三
日

農
林
水
産
大
臣

小
泉
進
次
郎

一

保
安
林
の
所
在
場
所

京
都
府
福
知
山
市
大
江
町
南

有
路
小
字
古
地
九
四
二
、
九
四
三
、
小
字
桂
八
三
四
三

か
ら
八
三
四
五
ま
で
、八
三
四
七
か
ら
八
三
四
九
ま
で
、

八
三
四
九
の
一
、
八
三
四
九
の
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。小

字
古
地
九
四
二
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）、
九
四
三
、
小
字
桂
八
三
四
三
・
八
三
四
九

の
一
・
八
三
四
九
の
二
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
京
都
府
庁
及
び
福
知
山
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）
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